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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体ケースと、前記本体ケース内に設けられ薬剤シリンジが着脱自在に装着される薬剤
シリンジ装着部と、を有する薬剤注入装置と、
　前記薬剤注入装置が設置され、前記薬剤注入装置の充電を行う充電部を有する充電装置
と、
　前記充電装置に設けられており、前記薬剤シリンジ装着部に対する前記薬剤シリンジの
装着の有無を検出する検出部と、
　前記検出部に接続されており、前記薬剤注入装置が前記充電装置に装着された際に、前
記検出部が前記薬剤シリンジ装着部に対する前記薬剤シリンジの装着を検出した場合に警
報を発する警報部と、
を備えている薬剤注入システム。
【請求項２】
　前記検出部は、前記充電装置から前記薬剤注入装置の前記薬剤シリンジ装着部側に突出
しており、前記充電装置に前記薬剤注入装置が設置された状態において、前記薬剤注入装
置によって押下されるスイッチを含む、
請求項１に記載の薬剤注入システム。
 
【請求項３】
　前記警報部は、前記充電装置に設けられている、
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請求項２に記載の薬剤注入システム。
【請求項４】
　前記検出部による警報部駆動の遅延時間を設定するタイマ回路を、
さらに備えている、
請求項１から３のいずれか１項に記載の薬剤注入システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬剤注入システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、この種の薬剤注入システムは、以下のような構成を備えていた。
　すなわち、従来の薬剤注入システムは、薬剤注入装置と、この薬剤注入装置を設置する
充電装置とを備えていた。そして、薬剤注入装置は、本体ケースと、この本体ケース内に
設けられると共に薬剤シリンジが着脱自在に装着される薬剤シリンジ装着部とを有してい
た。さらに、充電装置は、薬剤注入装置への充電部を有していた（例えば、下記特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００６／０５９５９７号公報
【発明の概要】
【０００４】
　上記従来の薬剤注入装置には、薬剤シリンジに充填された薬剤を一度に注入するのでは
なく、所定量に分けて複数回で注入するものがある。
　この場合、一回の注入が終わると薬剤シリンジ装着部から取り外した薬剤シリンジを、
冷蔵庫などにて保管するようになっている。
【０００５】
　ここで、問題となるのは、薬剤シリンジの取外しを忘れてしまった場合、薬剤シリンジ
が加熱され、その内部に充填されている薬剤が劣化してしまうことである。
　すなわち、一回の薬剤注入が終了すると、薬剤注入装置は、充電装置に装着されて、充
電が行なわれる。このため、充電時の発熱などにより薬剤シリンジが加熱され、結果とし
て、薬剤が劣化してしまうおそれがある。
　そこで、本発明は、薬剤シリンジ内に充填された薬剤の劣化を防止することを目的とす
るものである。
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、薬剤注入装置と、充電装置と、検出部と、警報
部と、を備えている。薬剤注入装置は、本体ケースと、本体ケース内に設けられ薬剤シリ
ンジが着脱自在に装着される薬剤シリンジ装着部と、を有する。充電装置は、薬剤注入装
置が設置され、薬剤注入装置の充電を行う充電部を有する。検出部は、薬剤注入装置と充
電装置の少なくとも一方に設けられており、薬剤シリンジ装着部に対する薬剤シリンジの
装着の有無を検出する。警報部は、検出部に接続されており、薬剤シリンジ装着部に対す
る薬剤シリンジの装着を検出した場合に警報を発する。
【０００７】
（発明の効果）
　本発明は、以上のような構成により、薬剤シリンジ内に充填された薬剤の劣化を防止す
ることができる。
【０００８】
　すなわち、本発明においては、薬剤シリンジ装着部への薬剤シリンジの装着を検出部で
検出し、警報部から警報を発することができるため、薬剤シリンジの取り忘れを防止する
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ことができる。その結果、薬剤の劣化を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る薬剤注入システムの構成を示す斜視図。
【図２】図１の薬剤注入システムに含まれる薬剤注入装置の斜視図。
【図３】図１の薬剤注入システムに含まれる充電装置の斜視図。
【図４】図１の薬剤注入システムの断面図。
【図５】図１の薬剤注入システムの断面図。
【図６】図１の薬剤注入システムの電気回路を示すブロック図。
【図７】図１の薬剤注入システムの動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
（実施の形態１）
　本実施形態の薬剤注入装置１は、図１に示すように、充電時には、充電装置２の所定の
位置へ設置される。
【００１２】
　薬剤注入装置１は、図２に示すように、筒状の本体ケース３と、薬剤シリンジ装着部５
（図４参照）と、電源ボタン６と、薬剤注入ボタン７と、表示部８と、エアー抜きボタン
３６と、を備えている。
【００１３】
　薬剤シリンジ装着部５は、本体ケース３内に設けられると共に、薬剤シリンジ４が着脱
自在に装着される。そして、薬剤シリンジ装着部５は、その外周に先端キャップ９が装着
されている。
【００１４】
　ここで、薬剤注入装置１についての通常の使用方法を簡単に説明する。
　まず準備として、薬剤シリンジ４が、薬剤注入装置１の本体ケース３に設けられた薬剤
シリンジ装着部５に装着される。次に、薬剤シリンジ４に注射針３７（針キャップ付）が
装着された後、先端キャップ９が本体ケース３の先端側（薬剤シリンジ及び注射針を装着
している側）に装着される。この先端キャップ９には、上面側開口部９ａ、下面側開口部
９ｂが設けられている。次に、電源ボタン６をＯＮにして、薬剤注入装置１が起動する。
【００１５】
　薬剤注入装置１が起動した後、装着された注射針３７の針キャップ（図示せず）が外さ
れた状態で、薬剤注入装置１の先端キャップ側が上方に向けられ、エアー抜きボタン３６
が押される。これにより、薬剤シリンジ４および注射針３７内の空気を排出することがで
きる。このエアー抜き動作が終了すると、先端キャップ９側が下方に向くようにされ、腕
や腹部などの皮膚に先端キャップ９の開口側が押し当てられる。
【００１６】
　その後、薬剤注入装置１の外表面に設けられた薬剤注入ボタン７が押されることにより
、注射針３７が自動的に皮膚に穿刺される。これにより、薬剤シリンジ４内の薬剤を、所
定量、体内に自動注入することができる。
【００１７】
　所定量の薬剤が注入完了すると、自動的に注入動作が停止され、皮膚に刺された注射針
も自動的に抜かれる。
【００１８】
　上述の薬剤注入動作が完了すると、薬剤注入装置１が皮膚から離され、注射針３７に針
キャップが再装着される。そして、針キャップは、注射針３７ごと薬剤シリンジ４から取
り外され、所定の場所に廃棄される。
【００１９】
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　その後、先端キャップ９が取り外され、内部に装着されている薬剤シリンジ４が薬剤シ
リンジ装着部５から取り外される。そして、取り外された薬剤シリンジ４は、まだ薬剤が
残っている場合にはそのまま冷蔵庫などに保管される。
【００２０】
　次に、薬剤注入装置１の電源ボタン６が再度押され、薬剤注入装置１の電源がオフにな
る。
【００２１】
　以上により、本実施形態の薬剤注入システムにおける一連の薬剤注入作業が完了する。
　また、充電装置２は、図３に示すように、開閉自在になった下ケース１０と上ケース１
１とによって構成されている。下ケース１０には、充電時に薬剤注入装置１が装着される
凹部１２が形成されている。
【００２２】
　さらに、充電装置２は、図４に示すように、凹部１２の先端キャップ９に対応する部分
に、薬剤シリンジ４の装着の有無を検出する検出部１３が設けられている。また、凹部１
２の薬剤注入装置１の充電端子１４（図６参照）に対応する部分に、図３、図４に示すよ
うに、充電端子１５が設けられている。
【００２３】
　図６は、薬剤注入装置１と充電装置２の電気的な制御ブロックを示している。
　薬剤注入装置１は、制御部１６を有している。制御部１６には、電源ボタン６、薬剤注
入ボタン７、エアー抜きボタン３６、表示部８等が接続されている。
【００２４】
　なお、薬剤注入装置１に関しては、既に良く知られた構成であるので、図６を用いて簡
単に説明すると、薬剤の人体への注入時には、まず電源ボタン６が押され、次に薬剤注入
ボタン７が押される。すると、モータドライブ回路３４によって、ギア・モータ１７が駆
動され、ピストン（図示せず）が、図２の左方（先端キャップ９側）に移動する。その結
果、薬剤シリンジ４に装着された押しゴム（図示せず）が左方に移動し、それにより薬剤
シリンジ４に充填された薬剤が所定量、人体に注入される。
【００２５】
　本実施形態の薬剤注入装置１は、薬剤シリンジ４に充填された薬剤は、複数回に分けて
注入される。よって、薬剤注入後、薬剤シリンジ４は、毎回、薬剤シリンジ装着部５から
取り外され、冷蔵庫などで保管される。
【００２６】
　なお、薬剤の注入量は、図６に示すメモリ１８に記録されており、この記録にしたがっ
て、ギア・モータ１７を介してピストン（図示せず）が毎回所定量押し出される。
【００２７】
　ただし、本実施形態においては、薬剤の注入後、ピストンは原点に戻る構成となってい
る。よって、ピストンの原点位置は、原点検出センサ１９によって検出される。
【００２８】
　したがって、次回の薬剤注入時には、メモリ１８に記録された前回の注入完了位置にし
たがって、原点位置から前回注入完了位置までの移動量と次回の注入移動量とがプラスさ
れた分だけ、ピストン（図示せず）が図２の左方に移動する。
【００２９】
　なお、ピストンの移動量は、エンコーダ２０によって検出される。また、薬剤の注入は
、実際には、薬剤シリンジ４の先端に装着された注射針３７を先端キャップ９の前方に突
出させることにより行なわれる。そして、その注射針３７の移動は、スライド・モータ２
１によって行なわれるとともに、位置検出センサ２２によって監視されている。
【００３０】
　モータドライブ回路３４は、図６に示すように、ギア・モータ１７及びスライド・モー
タ２１を制御する。
【００３１】



(5) JP 5855115 B2 2016.2.9

10

20

30

40

50

　電流検知器３５は、モータ起動時の電流値を監視するとともに、モータ動作中の電流の
急激な変動を検知した場合は、モータドライブ回路３４に通知する。これにより、装置の
異常を検知して動作を停止させることができる。
【００３２】
　以上の構成および動作は、良く知られていることであるので、これ以上の説明は省略す
るが、本実施形態において特徴的な部分は、薬剤シリンジ４に充填された薬剤が、複数回
に分けて注入されるものであって、注入後は、薬剤シリンジ４は、毎回、薬剤シリンジ装
着部５から取り外され、冷蔵庫などで保管されることである。この点に関しては、後で詳
細な説明を行なう。
【００３３】
　なお、制御部１６には、充電池２３が、充電回路２４を介して接続されている。
　充電池２３は、制御部１６以外の他の部分にも、電源を供給するようになっているが、
図面の煩雑化を避けるためにその部分は省略している。
【００３４】
　また、充電回路２４は、充電端子１４，１５経由で充電装置２から入力される電力によ
って充電池２３を充電させる。
【００３５】
　さて、充電装置２は、電源入力部２５を有している。電源入力部２５と充電端子１５と
の間には、入力電圧保護回路２６、電源回路２７が接続されている。
【００３６】
　また、電源回路２７には、電源供給を示すＬＥＤ２８と、アラーム回路２９とが接続さ
れている。ＬＥＤ２８は、充電装置２に設置した薬剤注入装置１が充電中であることを示
すためにも使用され、複数個設けられていてもよい。
【００３７】
　アラーム回路２９は、警報部として用いられるブザー３０と、それに接続されたブザー
ドライブ回路３１、発振回路３２、およびタイマ回路３３とを有している。
【００３８】
　タイマ回路３３には、上述した検出部１３が接続されている。
　以上の構成において、図２に示す薬剤注入装置１によって薬剤が注入されると、図４に
示すように、薬剤シリンジ装着部５から薬剤シリンジ４が取り外された薬剤注入装置１は
、充電池２３の充電を行なうために充電装置２の凹部１２に装着される。
【００３９】
　この状態において、充電池２３には、図６に示すように、充電端子１４，１５を介して
、充電装置２から充電が開始される（図７のＳ１）。
【００４０】
　このようにして、薬剤注入装置１が充電装置２に装着されると、検出部１３によって、
薬剤注入装置１の薬剤シリンジ装着部５に薬剤シリンジ４が残っているか否かの検出が行
なわれる（図７のＳ２）。
【００４１】
　すなわち、本実施形態においては、図２に示す薬剤注入装置１によって薬剤を注入後、
薬剤シリンジ装着部５から薬剤シリンジ４を取り外し、冷蔵庫等に保管する必要がある。
しかし、図５に示すように、薬剤シリンジ装着部５に薬剤シリンジ４が残っている状態で
充電が行われると、薬剤シリンジ４内に残っている薬剤が充電に伴う発熱などで加熱され
、劣化してしまうおそれがある。
【００４２】
　そこで、本実施形態では、この充電を開始する際に、薬剤シリンジ装着部５に薬剤シリ
ンジ４が残っているか否かの検出を検出部１３によって行なう。
【００４３】
　具体的には、薬剤シリンジ装着部５に装着された薬剤シリンジ４の外周には、その保護
を兼ねた先端キャップ９が設けられている。そして、先端キャップ９の上面側と下面側に
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は、図２、図４及び図５に示すように、上面側開口部９ａ，下面側開口部９ｂが設けられ
ている。
【００４４】
　この内、上面側開口部９ａは、主に、薬剤シリンジ装着部５に薬剤シリンジ４が適切に
装着されているか否かを視認するために用いられている。一方、下面側開口部９ｂは、薬
剤シリンジ４の視認以外に、図４、図５に示すように、検出部１３が挿入される開口とし
て用いられる。
【００４５】
　つまり、充電時において、薬剤シリンジ４の取外しを忘れて、薬剤シリンジ装着部５に
薬剤シリンジ４が取り付けられたままとなっている場合には、図５に示すように、薬剤シ
リンジ４によって検出部１３が押されスイッチがＯＮの状態となる。
【００４６】
　この検出部１３は、ＯＮ／ＯＦＦスイッチによって構成されているものであって、薬剤
シリンジ４によって押されてＯＮ状態になると、タイマ回路３３が起動される。そして、
所定時間（例えば、１秒間）が経過すると（図７のＳ３）、発振回路３２、ブザードライ
ブ回路３１、ブザー３０が起動され、警報が発せられる（図７のＳ４）。
【００４７】
　なお、タイマ回路３３における所定時間（遅延時間）の設定では、任意の値に変更が可
能である。
【００４８】
　したがって、使用者は、この警報によって、充電装置２の凹部１２から薬剤注入装置１
を取り外し、薬剤シリンジ４を薬剤シリンジ装着部５から取り外した後で、再び薬剤注入
装置１を凹部１２へと装着する。
【００４９】
　その状態においては、図４に示すように、薬剤シリンジ装着部５には、薬剤シリンジ４
が残っていない。よって、検出部１３はＯＦＦ状態となる。したがって、この時には、ブ
ザー３０から警報が発せられず、その状態で充電池２３への充電が継続される。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、薬剤シリンジを取り忘れた状態で薬剤注入装置を充電装置へと装着してしま
うことを防止することができるため、薬剤シリンジ内に充填された薬剤の劣化を防止する
ことができるという効果を奏することから、例えば、冷蔵庫などに保管が必要な薬剤（例
えば、成長ホルモン剤など）を投入するための薬剤投与システムに対して特に有効である
。
【符号の説明】
【００５１】
　１　　　薬剤注入装置
　２　　　充電装置
　３　　　本体ケース
　４　　　薬剤シリンジ
　５　　　薬剤シリンジ装着部
　６　　　電源ボタン
　７　　　薬剤注入ボタン
　８　　　表示部
　９　　　先端キャップ
　９ａ　　上面側開口部
　９ｂ　　下面側開口部
１０　　　下ケース
１１　　　上ケース
１２　　　凹部
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１３　　　検出部
１４　　　充電端子
１５　　　充電端子
１６　　　制御部
１７　　　ギア・モータ
１８　　　メモリ
１９　　　原点検出センサ
２０　　　エンコーダ
２１　　　スライド・モータ
２２　　　位置検出センサ
２３　　　充電池
２４　　　充電回路
２５　　　電源入力部
２６　　　入力電圧保護回路
２７　　　電源回路
２８　　　ＬＥＤ
２９　　　アラーム回路
３０　　　ブザー
３１　　　ブザードライブ回路
３２　　　発振回路
３３　　　タイマ回路
３４　　　モータドライブ回路
３５　　　電流検知器
３６　　　エアー抜きボタン
３７　　　注射針
【図１】 【図２】
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